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十歳を祝う会 � 　P.2

☑所得申告相談が始まります　　　　　　　　　

　　　　　　 � 　P.12

2
Feb. 2023

No.811

二は

た

ち

十
歳
の
門
出
を

煌き

ら

び
や
か
に
彩
る
黄
金
の
輝
き
―



　令和5年1月8日（日）に、涌谷公民館で
二十歳を祝う会が開かれました。
　民法の改正によって、成人年齢が 18 歳
に引き下げられたことにより、令和 5年
から二十歳を祝う会と名称を変更し、令
和 4年度中に 20 歳を迎えた皆さんを対象
に執り行われました。
　長引くコロナ禍によって青春時代に大
きな制限が課せられてきましたが、次代
の担い手として決意と希望にあふれるま
なざしで式典に臨んでいました。
　また、恩師や友人などとの再会を心か
ら喜ぶ機会ともなりました。

は　　　た　　　ち
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ま
で
私
と
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
ご

縁
や
つ
な
が
り
、
そ
し
て
、
こ
れ

か
ら
の
新
し
い
出
会
い
を
大
事
に

し
て
、
日
々
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
３
つ
目
は
失
敗
を
恐
れ
ず
挑

戦
す
る
こ
と
で
す
。
社
会
に
出
る

に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
選
択
を

迫
ら
れ
る
場
面
や
目
の
前
に
た
く

さ
ん
の
困
難
が
立
ち
は
だ
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
自
分
の
直
感
を
信

じ
、
挑
戦
を
恐
れ
ず
、
そ
こ
か
ら

得
た
学
び
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
の
３
つ
は
、
職
種
や
年
齢

を
問
わ
ず
、
人
生
に
お
い
て
ど
の

瞬
間
も
大
切
な
も
の
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
私
は
現
在
、
英
語
を

生
か
し
た
職
種
を
目
指
し
、
日
々

勉
学
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
英
語

を
深
く
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
英

語
と
い
う
言
語
の
成
り
立
ち
や
歴

史
、
英
語
圏
の
文
化
の
深
い
理
解

に
つ
な
が
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
や
多
文
化
共
生
社
会
を
促
進
す

る
一
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
感
謝
の
気
持

ち
や
人
と
の
つ
な
が
り
、
常
に
挑

戦
す
る
心
を
持
ち
合
わ
せ
、
仕
事

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
種
多
様

な
バ
ッ
グ
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
る
人

と
の
交
流
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
生
活
の

手
助
け
と
な
る
よ
う
な
人
間
に
な

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思
い

ま
す
。

　

今
日
と
い
う
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
で

私
た
ち
を
守
り
、
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
辛
い
と
き

も
う
れ
し
い
と
き
も
共
に
歩
み
成

長
し
て
き
た
友
人
、
そ
し
て
何
よ

り
私
た
ち
を
深
い
愛
情
で
包
み
込

み
、
何
が
あ
っ
て
も
一
番
の
見
方

で
い
て
く
れ
た
家
族
の
お
か
げ
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て

す
べ
て
の
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返

り
、
私
が
20
年
間
の
中
で
学
ん
だ

こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
し
て
い
き
た
い
こ
と
が
３
つ
あ

り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
感
謝
す
る
気
持
ち
で

す
。
ど
ん
な
些さ

細さ
い

な
こ
と
に
も「
あ

り
が
と
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
忘

れ
ず
持
ち
、
積
極
的
に
伝
え
る
こ

と
で
、
良
い
気
持
ち
や
よ
り
良
い

成
果
と
い
っ
た
好
循
環
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は

人
と
の
縁
や
つ
な
が
り
で
す
。
今

二十歳の抱負

二十歳を祝う会にあたり、

代表の２人が壇上で発表した二十歳の抱負を紹介します。

石川　諄
しゅん

さん
（下郡区）

田原　捺
な つ き

季さん
（5の 1区）

　

今
日
と
い
う
日
が
あ
る
の
は
、

こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
守
り
、
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
、
共

に
学
び
笑
い
合
い
な
が
ら
た
く
さ

ん
の
思
い
出
を
共
有
し
て
き
た
か

け
が
え
の
な
い
友
人
た
ち
、
熱
心

に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
そ
し
て
、
20
年
間
た
く
さ
ん

の
愛
情
を
注
ぎ
育
て
て
も
ら
い
、

一
番
近
く
で
見
守
っ
て
く
れ
た
家

族
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

僕
は
ラ
ジ
オ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を

目
指
し
高
校
卒
業
後
、
宮
城
を
離

れ
東
京
の
専
門
学
校
へ
進
学
し
ま

し
た
。
き
っ
か
け
は
幼
少
期
に
母

か
ら
頂
い
た
小
さ
な
ラ
ジ
オ
で
し

た
。
夜
中
に
一
人
で
ラ
ジ
オ
を
聞

く
と
電
波
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
声

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不
思
議
な
あ

た
た
か
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
ジ

オ
で
は
「
リ
ス
ナ
ー
の
皆
さ
ん
」

で
は
な
く
、「
リ
ス
ナ
ー
の
あ
な

た
」
と
言
い
、
ま
る
で
自
分
と
ラ

ジ
オ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

の
が
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
魅
力
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
自

分
も
誰
か
に
寄
り
添
え
る
よ
う
な

番
組
を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

番
組
構
成
の
違
い
や
メ
デ
ィ
ア
の

あ
り
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

番
組
を
製
作
す
る
実
習
で
は
リ
ス

ナ
ー
が
何
を
求
め
て
い
る
か
、
ま

た
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
ど
も

考
え
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
情
報
社
会
を
生
き
る
私
た
ち

に
と
っ
て
メ
デ
ィ
ア
を
有
用
な
も

の
へ
と
活
用
し
、
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
初
め
て
故
郷
を
離
れ
て

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
す
る
中
、
自

分
の
故
郷
を
外
か
ら
見
た
と
き
に

涌
谷
町
へ
の
思
い
の
深
さ
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
生
ま
れ
育
っ
た
涌
谷
町

の
魅
力
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う

日
々
邁ま

い

進し
ん

し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
二
十
歳
を
迎
え
、
す

で
に
職
業
に
従
事
し
て
い
る
人
や

学
業
に
励
ん
で
い
る
人
な
ど
、
立

場
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
社
会
の

一
員
と
し
て
前
進
し
て
い
く
覚
悟

で
お
り
ま
す
。
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《写真解説》
①あでやかな振り袖に身
を包んだ二十歳の皆さん
②あの頃と変わらない柏
谷写真館さんの掛け声に
合わせて笑顔でピースサ
イン③二十歳の代表者 2
人が二十歳の誓いを朗読
④恩師から二十歳になっ
た教え子たちに伝えられ
る励ましの言葉⑤教え子
と恩師の新たな思い出の
1 ページを撮影⑥今年も
城山の金さんがお祝いに
かけつけました

二十歳になってもあの頃と変わらない笑顔で―

穏
や
か
な
門
出

　

日
本
海
側
で
続
く
豪
雪

と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
積

雪
が
ほ
と
ん
ど
な
い
令
和

５
年
の
新
春
。
祝
う
会
当

日
は
、
早
朝
か
ら
涌
谷
町

一
帯
が
濃
霧
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
が
、
初
の
二
十

歳
を
祝
う
会
を
祝
福
す
る

よ
う
に
、
式
典
が
始
ま
る

頃
に
は
霧
が
晴
れ
、
青
空

を
望
め
る
穏
や
か
な
天
候

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
二
十
歳
を
祝

う
会
の
対
象
者
と
な
っ

た
の
は
、
平
成
14
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

１
５
３
人
で
す
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
も
あ
り
ま
し
た
が
、

１
０
７
人（
男
性
59
人
・
女

性
48
人
）が
出
席
し
ま
し
た
。

　

受
付
が
開
始
さ
れ
た
９

時
30
分
頃
か
ら
、
気
品
漂

う
シ
ョ
ー
ル
と
煌き

ら

び
や
か

な
振
り
袖
を
着
付
け
し
た

女
性
と
凛り

り々

し
く
ス
ー
ツ

や
袴
を
着
こ
な
し
た
男
性

が
続
々
と
来
場
。
お
互
い

の
成
長
・
変
化
へ
の
驚
き

と
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜

ぶ
歓
声
が
上
が
り
、
あ
ち

こ
ち
で
記
念
撮
影
を
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
昨
年
に
続
き
、

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
出
席
者
を
制
限

し
ま
し
た
が
、
中
学
校
３

年
生
時
の
学
年
主
任
・
ク

ラ
ス
担
任
の
皆
さ
ん
に
は

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
式
典
終
了
後
に
は
、

ク
ラ
ス
単
位
で
恩
師
を
囲

み
、
撮
影
時
の
み
マ
ス
ク

を
外
し
て
記
念
撮
影
を
行

い
、
各
担
任
か
ら
卒
業
当

時
に
各
自
が
書
い
た
自
分

へ
の
手
紙
を
受
け
取
り
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

①

②

③④

⑤
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変
わ
る
こ
と
の
な
い

�

二
十
歳
の
つ
ど
い

　

民
法
の
改
正
に
よ
る
式

典
の
名
称
変
更
や
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
る
マ
ス
ク

着
用
な
ど
、
時
代
に
よ
っ

て
変
化
し
て
き
た
二
十
歳

を
祝
う
会
。

　

し
か
し
、
二
十
歳
の
皆

さ
ん
が
一
堂
に
会
し
、
お
互

い
の
近
況
確
認
を
行
い
、
思

い
出
に
浸
り
、
絆き

ず
な

を
強
く
す

る
場
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
培
う
知
識
や
技
術
、

そ
し
て
、
紡
い
で
き
た
絆
を

大
切
に
し
、
ふ
る
さ
と
涌
谷

町
の
今
後
の
発
展
に
お
力

添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑥

二
十
歳
の
決
意

二
十
歳
代
表
が
答
え
る

二
十
歳
に
な
っ
た
思
い
を
一
問
一
答

《二十歳代表の 4人》

【左上】田原捺
な つ き

季さん
	 （5 の 1 区）

【右上】櫻田瑞
みず

希
き

さん
	 （下町区）

【左下】石川諄
しゅん

さん
	 （下郡区）

【右下】阿部克
かつ

己
み

さん
	 （2 の 2 区）

Ｑ .　�今の夢は？
Ａ . １具体的な職業は決まっていませんが、地域に役
　　��立つ仕事に就けたら良いと考えています。
Ａ . ２地域貢献と幸せな家庭を築くことです。

Ｑ .　�二十歳になり、誰に感謝していますか？
Ａ . １両親です。20 年間育ててくれたこと、不自由な
　　��くやりたいことを応援してくれたことに感謝。
Ａ . ２家族やこれまでかかわってきたすべての人たち。

Ｑ .　�涌谷町のこんなところが好き！
　　��自慢したい！誇りたい！
Ａ . １地域・人とのつながりが密接で、
　　��あたたかい人が多いところ。
Ａ . ２自然が多いところ。

Ｑ .　これからの涌谷町のため、
　　��私は●●ができる、または、したい！
Ａ . １将来、涌谷町の良さを伝えられるような番組を
　　��作りたい。
Ａ . ２涌谷町をＰＲしていきたい。

Ｑ .　�二十歳の抱負を一言で！
Ａ . １一人の社会人として自覚と責任を持ち、
　　��何事にも努力していきたい。
Ａ . ２今しかできないことを全力で楽しみながら 1日
　　��を大切にしていきたい。
Ａ . ３これまでかかわってくれた皆さんへの感謝を
　　��伝えていきながら、自立した大人になりたい。
Ａ . ４これまでかかわってくれた人々への感謝を忘れ
　　��ずに、責任感を強く持った自立した人になる。
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令和5年1月1日から着任
夫婦で涌谷町地域おこし協力隊に
　令和5年1月1日（日）から新たに涌谷町地域おこし協
力隊として宮澤達さん・順子さん夫婦が着任しました。
　2人は、仙台市からの転入で、2人の子どもとともに
転入してまいりました。
　今後、涌谷町内での起業を目標に、さまざまなイ
ベント企画やSNSを活用した情報発信、映像制作など
を通じて涌谷町の地域おこしに取り組んでまいります。
自己紹介や活動に対する抱負は、広報わくや2月号（18
ページ）と3月号の地域おこし協力隊コラムをご覧くだ
さい。

涌谷第一小学校マーチングバンド
２年連続で全国大会に出場しました
　12月10日（土）に、さいたまスーパーアリーナで開
催された第50回マーチングバンド全国大会に、涌谷第
一小学校マーチングバンドが出場しました。
　涌谷第一小学校マーチングバンドの全国大会への出
場は、昨年大阪城ホールで開催された全日本小学生バ
ンドフェスティバルに続いて2年連続の出場です。
　今回も保護者会手作りの衣装を着て、宮城県の代表
として堂々と演奏してきました。

1年の無事故・無火災・無災害を祈念して
出初式を挙行しました
　1月4日（水）に、涌谷町役場大会議室において、涌谷
町交通安全指導隊の出初式を行いました。式には、凛々
しい隊服を着た交通安全指導隊の皆さんが出席。涌谷
町では、令和4年9月17日（土）に交通死亡事故ゼロの
日を1000日達成して以来、交通死亡事故ゼロの日が
続いていることから、令和5年も継続するよう、隊員
と遠田警察署、遠田地区交通安全協会、涌谷町婦人防
火交通安全クラブ連合会の皆さんで、気持ちを新たに
しました。
　また、1月15日（日）には、涌谷町消防団による出初
式が挙行され、無火災・無災害を祈念しました。式典
に先立ち、コロナ禍の影響で3年ぶりとなった部隊行
進が月将館小学校から勤労福祉センターにかけて行わ
れ、威風堂々とした消防団員の勇姿を見るため、沿道
に多くの方が集まりました。式典では、新入団員への
辞令交付を皮切りに、団員のこれまでの功績に対す
る表彰伝達が行われました。式の終盤には、同じく3
年ぶりにはしご班によるはしご乗りが披露されました。
コロナ禍で限られた練習時間ではありましたが、次々
に繰り出される離れ業で魅了しました。
　なお、涌谷町内における交通事故・火災の情勢は、
交通事故件数では人身事故20件（前年対比＋5件）、負
傷者数24人（前年対比＋1人）、物損事故302件（前年
対比＋6件）、火災件数は2件（前年対比－4件）で、内
訳としては建物火災1件、その他火災1件でした。令和
5年も安全・安心な涌谷町であり続けるよう、ご協力
をお願いします。
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感染拡大に配慮して開催
令和5年新春のつどいを開催
　1月5日（木）に、涌谷公民館において、令和5年新春
のつどいを開催しました。コロナ禍によって3年ぶり
となった町民の皆さんが一堂に会して新年を祝う行事
ですが、感染拡大防止に配慮するため、飲食を伴わな
いアトラクションを楽しむ形に変更。
　アトラクションでは、生田流箏曲繍園会による琴と
三味線の演奏、日本民謡江潮会の吉目木栄さんによる
民謡・演歌、涌谷太鼓の皆さんによる勇壮な太鼓演奏
が披露され、新春の祝いの席を盛り上げました。

コンサートでクリスマスを楽しむ
あきらちゃんとジャンプくんコンサート
　12月18日（日）に、子どもの丘保育所において、令
和4年となって2回目のコンサートが開かれました。
　コンサートには、約50人の親子が参加し、その中に
は、かつて幼少期にあきらちゃんのコンサートでファ
ンになったという兵庫県西宮市在住の親子が来場して
いました。
　クリスマスまで1週間前の今回は、クリスマスあそ
びうたコンサートをテーマとして、代表曲「秘伝ラー
メン体操」を中心に約1時間にわたり、歌って、踊って、
手遊びをして楽しみました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
ハーブ講座～アロマワックスプレート作り～
　12月19日（月）に、涌谷町町民医療福祉センター集団検診
室でハーブクラフトビオラの松ヶ根先生を講師に、『ハーブ講
座 ～アロマワックスプレート作り～』を開催しました。クリ
スマスバージョンのさまざまな花材やリボンで個性あふれる
仕上がりとなりました。
　また、ワックスプレートのロウが固まるまでの時間で魔除
けや病気予防とされている柚子ポマンダー作りもさせていた
だきました。
　部屋中良い香りに包まれ、リフレッシュする時間を過ごす
ことができました。

遠藤釈雄町長コラム

4年の月日
　涌谷町政を担って早や4年、多くの行政責任を果た
させていただきながら、町財政の建て直し、病院運営
の改善と夢中で過ごした日々だった。台風や大雨、大
地震にも襲われ、新型コロナウイルス感染症も続いて
いる。初めは戸惑いもあったが、何

ど

処
こ

の首長も皆、必
死の努力をされている。我が町を発展させるにはまだ
まだ努力不足であった。改めて町民の皆様の想いを受
け止めながら、職員の知恵と力を結集しながら、更に
頑張らなければならない、と反省している。

《遠藤釈雄町長の公務（12月16日～1月15日）》
●12月28日㈬ 仕事納め式  （役場）
● 1月 4日㈬ 仕事始め式・交通安全指導隊出初式  

 （役場）
● 1月 5日㈭ 新春のつどい  （涌谷公民館）
● 1月 6日㈮ 涌谷町議会定例会1月会議  （議場）
● 1月 8日㈰ 涌谷町二十歳を祝う会 （涌谷公民館）
● 1月10日㈫  民生委員児童委員協議会定例会
 （役場）
● 1月13日㈮ 遠田商工会安全祈願祭  （町内）
● 1月15日㈰ 涌谷町消防団出初式  （町内）
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